
仲町小学校・中小路小学校・宮田小学校の学校再編に向けて様々な協議を進めるため、令和７年５月に

「仲町小学校・中小路小学校・宮田小学校統合準備委員会」が発足しました。今後、統合準備委員会で協

議した内容につきましては、この「統合準備委員会だより」を通じて保護者の皆様や地域の皆様にお知ら

せいたします。

日立市では、多様な指導体制や学校運営体制を整え、市内の学校規模をできる限り標準化するため

に、日立市が目指す学校規模を次のとおりとしました。

クラス替えができる各学年２学級以上

統合準備委員会だより

学校の先生や保護者の方、コミュニティの代表の皆さんなどで組織しています。

統合準備委員会の中に、統合に関する必要な事項について具体的に検討・協議する専門部会を設けます。

各部会からの報告を受けて統合準備委員会で協議し、最終的な方針を決定します。

総務部会

通学部会 ＰＴＡ部会

学校運営部会

裏面も御覧ください
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統合準備委員会が発足しました！

小学校

中学校 クラス替えができ、かつ、国語・社会・数学・理科・英語に複数の教員が
配置される各学年３学級以上

統合準備委員会とは？
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現在、仲町小学校と中小路小学校は各学年１学級となっております。学習形態の多様さや、幅広い人

間関係の中で多様な経験を通して互いの関係性の中で成長できる環境を整えるため、統合準備委員会

で話し合いを進めていきます。

（日立市立学校適正配置基本方針 平成30年3月策定）

めざす学校規模

【参考】令和７年度５月１日時点の児童数 （ ）は学級数

小学校名 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 合計

仲町小 ７人(1) 14人(1) 14人(1) 14人(1) 20人(1) 16人(1) 85人(6)

中小路小 10人(1) 17人(1) 12人(1) 14人(1) 20人(1) 15人(1) 88人(6)

宮田小 39人(2) 59人(2) 61人(2) 60人(2) 62人(2) 64人(2) 343人(12)

※特別支援学級在籍児童を含む

校名検討部会

学校名に関すること 校歌・校章・被服

などに関すること

交流活動や学校行事

備品等の整理に関すること

通学支援や通学路の安全

に関すること

PTA組織に関すること

仲町小・中小路小・宮田小



令和７年５月に第１回統合準備員会を実施しました。学校再編計画の概要や、

統合の進め方、今後の検討事項について内容の確認や意見交換を行いました。

「学校再編計画」に基づき、学校の統合は学校の規模にかかわらず対等なものとし、どの学校も一度閉校した上

で新しい学校を開校することを原則として協議を進めます。仲町小学校・中小路小学校・宮田小学校の統合後の

場所は、現在の宮田小学校とします。

今後、児童数の増加が見込まれず、複数の学年が１つの学級として組織する「複式学級」となってしまう可能

性も考えられることから、今年度中に統合時期を決定しその他の項目についても協議を進めていきます。

第１回統合準備委員会を開催しました

統合の進め方

統合準備委員会から

統合準備委員会では、新しい学校が子どもたちの笑顔で溢れる場所となるよう協議を進めてまいりますので、

統合についての御意見等がありましたら、統合準備委員会事務局（学校再編課）までお寄せください。

子どもたちのための新しい学校づくりに御理解と御協力をよろしくお願いします。

仲町小・中小路小・宮田小学校統合準備委員会事務局
日立市教育委員会 学校再編課
〒３１７－８６０１ 日立市助川町１-１-１
電話 ０５０－５５２８-５１３０
FAX ０２９４-２１-７７４０
mail gakuhen@city.hitachi.lg.jp

日立市立学校再編計画の本編や

統合準備委員会の進捗状況については

右のQRコードや日立市教育委員会の

ＨＰで御覧いただけます

主 な 協 議 事 項 内容

学校名・統合時期 新しい学校の名前の決め方、統合の時期について協議します。

校歌・校章 新しい学校の名前をもとに新しい校歌や校章の作成について協議します。

被服・指定用品 体操服や教材の確認を行い、統合校の指定用品について協議します。

PTA活動について それぞれの活動内容を踏まえ、新しい組織について協議します。

上記の項目以外に、通学支援や児童の交流活動など各専門部会で協議を進めます。

〇質疑・意見交換の内容（抜粋）〇

Q：学校再編計画では統合時に校舎の建て替えを行うこととしていたが、改修になるのか。

A：建築技術の向上などから文部科学省の校舎整備に関する補助方針が変わったため、基礎や柱などを活かした

大規模改修（長寿命化改修）を行うこととなります。なお、現時点で改修時期は決まっておりませんが、

市内の小中学校の中で宮田小学校の改修を優先して取り組んでまいります。

Q：統合までに宮田小のエアコンや電源設備、児童クラブの整備は完了するのか。

A：統合後に使用予定の教室へのエアコンの設置やそれらに 伴う電源設備の整備、

児童クラブの増設などは、統合までに間に合うように整備を進めてまいります。

Q：今の段階で再編に向けた協議を進めていく必要があるのか。

A：児童数が減っていく中で複式学級になる可能性も考えられることから、学校の規模

が維持できているタイミングで、再編に向けた協議を進めてまいります。

複式学級とは？

２つ以上の学年の児童を１つのクラスに編成する学級のことを言います。１年生を含む学年は８人以下、そ

れ以外の学年は１６人以下で学級編成を行います。複式学級は先生がほかの学年

を教えている間は自習時間が多くなります。また、学校全体の教職員数も少なく

なってしまうことや、複数学年の授業を準備する必要があることから、一般的に

教育上の課題が大きいと言われています。

（例：２年生７人と３年生８人の計１５人で１クラスなど）


